
１０月１８日(水)～２４日(火)   第 17回旅を楽しむ会  

「祈りの国ラオス」二つの絶景とコロニアル邸宅ホテルの旅 

 久しぶりの海外旅行である。ようやく海外渡航規制が解除され、行き先は東南アジアの中で唯一

未訪問のラオス共和国。参加者は気楽な仲間達 6人。   

成田を朝１０時発のベトナム航空機で、ホーチミン経由、ラオスの首都ヴィエンチャンには１９時到

着、待ち時間と時差２時間で１１時間のフライト。到着の高級ホテル・クラウンプラザは国際会議開

催で、厳重なセキユリテイ、部屋で TVが使えない警備体制には驚く。 

 2日目 ヴァンビエンの「ラオスの桂林」と称する奇岩群の峰々を川からボートで見学、ラオス風

の昼食を川岸のレストランで楽しみ後、鍾乳洞タムチャン洞窟を見学。 

 3日目 タートルアン寺院とワットホーパケオ寺院参拝後、飛行機で移動、町全体が世界遺産の

町「ルアンパバーン」は白人旅行者で溢れている。ワットシェントーン寺、国立博物館、マーケットな

どを見学。この町は５０年前のサイゴンやジャカルタの雰囲気である。道路はバイク、自動車、屋台

で大混雑、人々の身なりはみすぼらしいが活気がある。今夜から元国王家の別荘アンサナ・メゾ

ン・スパナポンホテルに三連泊する。 

 4日目 早朝ルアンパバーン市内で寺院僧侶の托鉢風景を見学。老僧が先頭に立ち子供僧が後

に続く、袈裟にハダシ姿である。更に観光客が続く。朝食後「ラオスの九塞溝」とも呼ばれるクアン

シーの滝へ向かう。森林の中を流れる乳白色の水は幾重にも段状の滝となり広がり流れ落ち、幻

想的な景色である。さらに上流に向かうと今度は高さ３０Mを超える大滝になり、水しぶきと爆音を

上げて、架橋の上で濡れながら充分に堪能する。次のエレファントキャンプ場では、象にバケツ 1

杯のバナナ・カボチャ等を鼻先に手で与えて楽しむ。午後ルアンパバーンに戻り、旧市街を見渡せ

るプーシーの丘に。昼食時のビールと 60度の焼酎を煽った数人が急階段で潰れる。夕刻ナイトマ

ーケットへ。 人ごみであふれる狭い通路の両脇に露店が続き、衣料品、雑貨、食べ物類、何でも

揃う野外スーパーマーケット。これがこの国の経済力、雨や風の日でも乳呑児を抱えて開店、実に

逞しい姿だ。 

 5日目 豪華仕立ての屋形舟でメコン本流を逆のぼる、中国につながる鉄道橋をくぐりパクウー

洞窟へ。洞窟内には信者が寄贈した 2,500体を超える仏像が安置され、僧侶の修行の場である。

船上でメコン川の雄大な絶景を楽しみながら昼食。ルアンパバーンに戻り、お洒落なカフェや伝統



工芸店を回り、夕刻ホテル中庭でラオス仏教儀式のバーシーを体験、民族舞踊を楽しむ。 

 6日目 焼酎の里バーンサーンコーン村と紙漉きの村を訪問。素敵な紙製トートバッグが店頭に

並ぶ。作り方は「埼玉」伝来、楮に似た地元の木が原料。袋とテーブルセンターを購入。蓮が美しく

咲く庭で昼食。16時過ぎにルアンパバーン空港到着。ベトナムのハノイ空港経由の深夜便で翌朝

7:3０成田空港に到着する。水が合わず数人が軽く体調を壊した。雨季にかかわらず好天に恵まれ

た良い旅であった。 （ワールド航空会社利用） 

      

 


